
日時：令和5年1月21日（土）14：00～16：00
場所：日野市役所501会議室

資料１

式次第

1頁

 本日のワークショップのプログラム

時間 内容 全体 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

14：00～
（5分）

１．開会
２．あいさつ

○

14：05～
（20分）

３．事前説明
・今回の検討テーマについて
・前回の振り返りと主要な意見への対応について
・中高生支援会議室等の方向性について

○

14：25～
（35分）

４.ワーク①_整備方針（案）の確認
・これまでの検討内容をまとめた「整備方針
(案)」の確認

○

16：00
（50分）

５.ワーク②_今後に向けたアイディアの検討
・ひろばの使い方や運営について
・全体発表

○

15：50
（10分）

６．次回の予定のお知らせ
７．閉会

○
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 子育てひろばの整備方針（案）

過去３回の検討を通じてイメージが具体化されてきたことから、皆さんから
いただいた「こんな場所になったらいいな」という意見をもとに“子育てひろば
の整備のあり方”をまとめました。

 １．基本的な方向性（資料２＞１頁）
子育てひろば全体に共通する大きな目標や図面には描ききれない裏の狙
いなどを伝えます。
最初に話し合った夢やアイディアを中心にまとめています。

 ２．機能配置計画（資料２＞２頁）
第２回から検討・修正を重ねてきた図面です。
子育てひろばでやりたいことを詰め込んだ機能配置（レイアウト）の考え方を
示します。

 ３．各エリア・スペースの整備方針（資料２＞３-５頁）
子育てひろば内のそれぞれの場所で、具体的にどんな使い方がしたいのか、
どんな整備をして欲しいのかを文言とイメージ写真で表します。
毎回出された意見の結論・要点となる内容をまとめています。

事前説明_今回の検討テーマについて
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 今後に向けたアイディアの検討

事前説明_今回の検討テーマについて
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「イス、仕切りにもなる本棚が誰かの
手作り」のように、地域の人と作れる
と思い入れも深くなり、良い

窓や壁などにアート的な装飾をできると綺麗
みんなが作った切り絵などを１つの作品にした
ら交流もできるし、みらいくが好きになれる

中高生と子育てひろばの新しい
展開について話し合いたい

 前回のアンケートや過去にいただいた以下のような意見を膨らませていきます
 積み残しとなっていた「運営」についても話し合います

保護者同士がつながれる場、
イベントについて具体的に考え
てみたい

ボッチャ
妊娠時・産後の運動などの
イベント
保育園・幼稚園について先
輩達からのアドバイス

使い方
（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ｲﾍﾞﾝﾄ）
使い方

（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ｲﾍﾞﾝﾄ）

保護者同士がつながれる場、
イベントについて具体的に考え
てみたい

ボッチャ
妊娠時・産後の運動などの
イベント
保育園・幼稚園について先
輩達からのアドバイス

使い方
（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ｲﾍﾞﾝﾄ）

スタッフさんと顔なじみに
なれるシフト

障害があっても気軽に入
れるような雰囲気を意識
的につくって欲しい

運営運営

スタッフさんと顔なじみに
なれるシフト

障害があっても気軽に入
れるような雰囲気を意識
的につくって欲しい

運営

⇒ 令和５年度に何らかのアイテムを製作するイベント／ＷＳを開催することが決定！



 いただいたご意見のまとめ （詳細は【資料３】参照）

事前説明_前回の振り返り等について
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 主要な意見への対応

• おむつ替えはトイレで→おむつ替え室で食事
• 子が落ち着けるスペース
• クールダウンにも使えるテント
• 保護者同士はどこでしゃべる？（ゴロゴロエリア以外）

• 荷物は預けるのか？全て棚に置くのか？
• 棚が足りなくなることがないように（棚は荷物用かお
もちゃ用かはっきりさせて欲しい）

• ゆっくりゴロゴロエリアにも収納棚 【再掲】
• 柱の周りにも段・棚

• 体を動かす遊びエリアが少し狭い
• 思いっきり遊ぶためにもう少し大きな場所に
• 遊び場が３箇所に分かれると子どもを見るのが大変
←動く遊びでもゴロゴロでもないフリーな場所が必要

• 玄関通路は思ったよりも大きい

• 布団を敷くスペースが必要
• ゆっくりゴロゴロエリアにも収納棚（荷物用と遊具置場）
• 動く遊びとの使い分け（ができる）
• ゴロゴロだけでなくお絵かき等もこちらでできるような
フレキシブルな活用を考えても良い

事前説明_前回の振り返り等について
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多目的スペース（仮）の新設
• おむつ替え室を飲食、おしゃべり、カームダウ
ン等の多様な使い方ができる場所に位置づけ
ることにしました

• ただし、おむつ替え用の器具は残ります

棚の確保と利用方法の明確化
• 受付付近の棚を利用者の荷物置場に
• 北側の壁に各エリアのおもちゃ等をしまう棚を
• その他、窓際にも荷物、おもちゃどちらも置け
るようなスペースが確保されることも期待

ゴロゴロエリアの形状の変化
• 棚の利用や布団・ベッドの設置がしやすいよう
に北側の棚までをゴロゴロエリアにしました

• これによって、２分割しての利用やイベント時
の一体的な利用がしやすくなることも期待

大きさや使い方の一部見直し
• ゴロゴロエリアの形状の変化（上記参照）とあ
わせて、体を動かすエリアを少し大きく、受付
周辺を少し小さくしました

• 玄関通路や下足スペースの可能性を再確認

いただいたご意見 対応（変更点）



「みらいく」における中高生支援について
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 中高生支援の目的

なぜ支援が必要なのか
 高校の不登校、高校中退、ひきこもり等、高校生世代になり、支援を要す
る状況となった際、把握し関わることが難しい。
①日野市内小・中学校不登校生徒数 (出典：日野市教育委員会)

・令和2年度中学生 189人、小学生 103人
・令和3年度中学生 258人、小学生 126人

②令和2年度日野市内高校中退者数 46人 （推計）

③令和2年度13歳～19歳ひきこもりの人数 76人 (出典：「日野市ひきこもり実態調査」)

 市内には中高生がメインとなる公的な相談窓口や居場所等が存在しない。
また、課題が表出してもつなげる支援機関がない。
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中高生支援の目的は…

中高生世代の課題、悩みなどを拾い上げ、
適切な支援につなげること

課題を抱える中高生世代に対して支援が必要‼

「みらいく」における中高生支援について
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 中高生支援活動室の整備内容・運営イメージ
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緩
衝
帯

緩
衝
帯

中高生支援会議室(活動室)
•委託職員が常駐し個々の事情に応じた個別対応やグループ活動を
予定

•委託職員は子育てひろばの委託と兼ね、事務室も兼ねることを想定
•備品類については、最低限のものを用意（テレビorモニター、ソファ、
テーブル、椅子、Wifi、充電スポット、検索用PC）

中高生支援フリースペース
•窓際の机は中高生専用で自習できるスペース
•子育てひろばの入り口には案内板、中央の柱付近には緩衝帯として
本棚やソファーなどを設置予定

共通
•対象は日野市内在住・在学・在勤の中高生世代
•運営は中高生支援と子育てひろばをあわせて業者に委託予定
• ３階多目的室も適宜利用可能
•相談を受ける場合は２階相談室の利用も可能
•開所時間は９時頃～19時以降(19時～21時の間で検討中）



「みらいく」における中高生支援について
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 中高生支援活動室の活動

安心して過ごせる場所づくりに向けて…

 一人で過ごすことができる、自習ができる場所

 友だちや地域の大人、大学生等と一緒に過ごすことができる場所

 大学生や地域の大人による学習支援
(勉強のみではなく将来のための総合的な学び)

 悩みや困りごとを地域の大人に相談できる体制づくり

 定期的なイベントやプログラムの開催

2023年1月21日第４回ワークショップ資料

目的：

中高生世代が安心して過ごすことができる場所づくり

今年度も“プレプログラム”を開催します
日時：令和5年3月25日（土）14時～16時
内容：社会人から仕事に関する話を聞く
目的：将来のビジョンを持つ、頼れる大人

とのつながりをつくる

「みらいく」における中高生支援について
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 子育てひろばや実践女子大学等との連携

子育てひろばとの連携（案）
 ひろばで行うイベントへの中高生の参加、ボランティアなど
 過去のワークショップで出た意見は…

実践女子大学等との連携（案）
 実践女子大生等と中高生による子育てひろばイベントを開催する
 主：実践女子大生（幼児保育）

 補助：中高生、対象：乳幼児と保護者

 中高生も関わって「みらいく」のイルミネーションを行う
 対象：乳幼児と保護者、周辺住民

 目的：「みらいく」の意味に込められた想いを発信するイベント
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中高大学生の
手作りおもちゃ

掲示板にお洒落な
枠を描いてもらう

兄弟でひろばに来た上の子の
相手を中高生がしてくれる？

中高生だって遊び
たい（一緒に遊ぶ）
・ボードゲーム
・コーヒーマシン等本を通じた交流

中高生と乳幼児との
交流「命の勉強」

フリースペースで中高生
が選んだ音楽を流す

共有スペースで中高生と
子育てが交わると良い

仲の良い親子を見たく
ない中高生もいるはず



 会場に並べた整備方針（案）の拡大パネルを使って、このワー
クショップの成果にふさわしい内容となっているか確認します

 図面及び記載内容の確認
これまでに皆さまからいただいたご意見を踏まえて、図面＋説明文の形で
整備方針（案）をまとめています。考えていたのと違う内容や追加したい内
容等がある場合は、お手元の付箋に書いてパネルに貼り付けてください。

 イメージの確認
説明文の他に「例えばこんな感じ」を伝えるイメージ写真を掲載します。候
補の中から良いと思うものに丸シール●を貼ってください。「もっとこんなイ
メージが良い」というものがある方はその内容を付箋に書いて貼ってください。

ワーク①_整備方針（案）の確認
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検討のヒント
 どのような順番でも良いので、全てのパネルを回ってください
 質問等がある方はパネル脇の進行役にお尋ねください

 最終的な形が見えてきたひろばの使い方（プログラム・イ
ベント）や運営について話し合います

 使い方（プログラム・イベント）について
新しい図面（機能配置計画）を見てどこでどんな使い方ができるか改めて考え
てみましょう。
－特に、「ゆっくりゴロゴロエリア」
－特に、「ウェルカム・スペース(仮)」

 運営について
13頁にこれまで出された意見の中で運営に関する内容をまとめています。ここ
に追加したい内容を話し合いましょう。

ワーク②_今後に向けたアイディアの検討
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検討のヒント ～ ここでの検討には以下のような狙いがあります
 運営委託を行う事業者の募集条件を検討するための材料となります
 必要に応じて機能配置計画の修正を検討します
 お試しイベントの開催や講師役探し等の取組として次年度につなげていきます

×私だったら

誰だったら

こんなことができる

こんなことをして欲しい

かも



 【参考】 市内施設で実施されているプログラム・イベント

ワーク②_今後に向けたアイディアの検討
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常時 1、2週に１回程度 不定期毎月（月1回程度）

多
い

ふ
つ
う

少
な
い

•季節のお楽しみ会
－クリスマス会
－○○音楽会
－ｸﾘｽﾏｽ飾り工作

•お誕生日会
•はじめての日
•パパの日

•遊具の開放
•子育て相談
•ふれあい遊び（歌、
手遊び､読み聞かせ､
おしゃべり等）

•おむつ用袋の配布
• ﾘｻｲｸﾙBOXの設置
•食事場所の提供
（温め、ﾗﾝﾁ提供等）

•身長・体重の測定
•0歳児（のママ）の日
•1歳児（のママ）の日
•2・3歳（のママ）の日

•絵本・おもちゃ貸出
•一時預かり

•地域の人の持込企画
（ｺﾝｻｰﾄ、わらべうた､
読み聞かせ等）

•お兄さんお姉さんと
遊ぶ会

•子育て講座
•健康・こころの相談
•外遊び、ﾌﾟﾗﾚｰﾙ遊び
（近くの公園､体育館等）
（特別なおもちゃ）

•工作
•ベビーマッサージ
•親子リズム、リトミック

•近くの畑で農業体験
•手作り作品市
•障害や病気のある子
どもの集まる日

•土曜日の遊びの日
•保護者向け朗読会
•ママ向け○○（体力
測定、ｸﾗﾌﾄ体験等）

•パネルシアター
•コンサート

設備的な対応等？ 定番の取組？ 講座・独自の取組？ 季節性・関係性？

 【参考】 過去にいただいた運営に関するご意見

ワーク②_今後に向けたアイディアの検討
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その他 

実施内容 
プログラム・イベント 

 

 

（今回改めて確認予定） 

運営体制 

情報発信 

掲示板等の活用 
 今ひろば内で何をやっているか分かるようにする 
（掲示板に必要な情報を書き込む） 

 掲示板には病院のマップを貼ったり評判に関する意見
を書き込めたり 

 海外の方も安心して利用できるような情報の見せ方 

ルール／利用者への注意事項 
 専門家でない人からの的確でないアドバイス（をコン
トロールすることが必要） 

 イベント開催時や時間帯によっては、ベビーカーをひ
ろば外（中高生支援側）にも置けるように 

 手洗いは子どもが遊んでしまうので工夫が必要 
 ひろば裏側の出入口の使用の制限 

施設外／関係機関との連携 
（イベント等の協力を依頼できる、連携して対応ができる） 

 近隣の保育所や幼稚園の先生 
 ファミリーサポートセンター 
 エール（日野市発達・教育支援センター） 
 実践女子大学（芝生、工作室、音楽ルーム等） 
 中高大学生（イベント、オリジナルおもちゃ等） 

その他の取組 
 子育てひろばの愛称を決める 

利用時間等 
 時間帯は…遅くまで（夜7時頃まで）やっていると良い 
 対象者は…（0～3歳程度の乳幼児と保護者が中心） 
 定  員は… 
 お休みは… 

スタッフの体制 
 専門性を持った職員の確保 
－職員は子どもの福祉を第一に働けることが大切 

－「誰でも」と「安全安心」を両立させる 

 利用者を上手に巻き込む 
－イベントの企画役 

－スタッフのサポート役 

 スタッフだと分かる格好／親しみやすい服装 
 スタッフさんと顔なじみになれるシフト 

SNS 等の活用 
 SNS等を活用したイベント情報等の発信 
 混雑状況、利用状況の発信 

 

声かけ・相談 
 入口で躊躇している人に声をかける（ウェルカム感） 
 障害があっても気軽に入れるような雰囲気づくり 
 中高生も緩く見守る（事務室から中高生にも声をかけ
てあげられたら良い） 

 顔をあわせての相談 
 電話やLINE での相談にも対応できる 
 通訳アプリの活用 

その他の実施内容 
 遊具の定期的な入替え（期間限定の遊具 等） 
 遊具等の安全管理 
 暑さ・寒さや光の調整 
 乳幼児の一時預かり／コーヒーを頼むと託児できる 
サービス 

 ポイントカード 



おわりに_次回の開催予定

14頁

 第４回ワークショップは以下の通り開催します

 日 時：2月19日（日）14：00～16：00

 会 場：日野市役所505会議室

 内 容：「子育てひろばの整備方針（最終案）」の確認
：運営・活用に関するアイディアのとりまとめ
：次年度の予定の紹介、記念撮影 など

アンケートのお願い
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 別紙のアンケート用紙に本日のワークショップの感想等を
書いて、受付で事務局にお渡しください。

 その他、今回の整備方針（案）について追加のご意見があ
れば１月中に事務局までご連絡をお願いします


